—— 本 問屋 —— のお 駒ち やん は 八百屋お 七 —— お 駒 

ちゃんの 妹の 幸ち やん は 実に ぱっちりした、 若衆 だち 

の 顔つきだった。 天 野さん の —— 化粧品 問屋 —— X さ 

ん はおとな しく、 金物 問屋のお ぬひち やん、 袋物 問屋 

のおよ しさん その他の 人た ち も 醜い のはなかった。 

き やた つ かけ てんとう や 

高い 脚立 を かついで 龃 てきた 点燈屋 さん も、 立 止つ 

てに こついて 眺めて いる。 近所の 人た ちはいう まで も 

ない、 通行の 人た ち も 立 止って いる。 そんな 時、 おしよ 

さん は どんな こと を 思って いたろう か、 いっか、 こん 

な こと を はなした ことがあ つ た。 

「あたし は 十五の 時お 母さんに 叱られた ことから、 ふ 



と 死にた くな つて、 矢の 倉 河岸 (大 川端) に 死にに ゆ 

こうと したら、 町内の 角に 木戸 口が あった 時分の こと 

でね、 急いで ゆく 前にば たんと 立ち ふさがった ものが 

あるので、 怖々 顔 を あげてみ たらば、 男の 首く くりが 

ぶらさがって てね、 あっと 思った とたん 死神が どこか 

へ 飛んで しまって —— 」 

「その 時、 おしよ さん、 どんな 姿して た？」 

何でも 訊きたがる 私 は、 話に ぶらさがる ようにき い 

た。 

「ゆいわたに 結って、 黄八丈の —— あたし や、 まあい 

や だよ、 いい 気になって …… この 子 はいけ ない 子 だ ご 



ていたが、 廻りの 者はゲ ラゲ ラと 笑って 面白がつ てい 

る。 

曙 山さん という 人 は、 わざとら しく 怒りつ ぼく、 

「お腹が すいとる のに、 みな 面白そう に 笑って からに、 

わたしば かりこん な こと させて —— おごらん か つ たら 

怒る。」 

「どういたしまして、 これ この 通り、 ちゃんとお 仕た 

く はして) J ざリ ます。 」 

おもよ どん はそんな 事 をい つて、 大きな お膳の 上に 

のせた おすし の 大皿と、 も ひとつの 高 脚 膳に のせた も 

の を はこんで きた。 その上に は 酒 徳久利 ものって いる 



「では、 まず 一 ヅ -」 

ちょこ 

曙 山さん は 立ちながら 腰 を かがめて、 お猪口で なく、 

ゆのみ 

そばの 湯 呑 をと つ てお 酒 を ついで、 ごくごくと 飲み ほ 

した。 

あたし はまた 溜 息をついた。 おしよ さん はなんで だ 

タバコ キ セル 

ま つ て 煙草なん か 長い 煙管から のんきに ふかして るの 

だろう 

と 思いが けずお しょさんが こんな こと をい つた。 

「お前さん がそう やつ てると 白糸が よさそう だね ご 

「あたし もそう 思う、 鈴 木 主人 をつ きおうて くれる も 



のが あれば —— 」 

「川 崎屋 (巿川 権 十郎) ならいい けれど —— -」 

曙 山さん は、 ふと、 アンボン タン を 見た。 

「あの 子が わたしの こと 気 狂と いうた の やろ、 ほんに 

きれい 

無理 もない こと。 これ 御覧、 綺麗な 長 じゅばん だつ 

しゃろ ご 

つま 

姐さん かぶりの 曙 山さん は、 棲 を あげて 見せた が、 

「よい 事が ある ご 

といって 着物 を 脱いで しまった。 下に は 薄 紫に 

とおやま もみじ すそ 

遠山 紅葉の 裾模様の あるち りめんの 長 じゅばん を 着て、 

白 はかた の 細帯 をまい ていた。 



そしてい つた。 この間 も、 新 富 座へ 乗 込みのと き は、 

以前の 通りに —— 鬟 だ つ たけれ ど —— 楽屋 下地に 

ベ つこう かん ざし 

結って、 紫の きれ を 額に かけて、 鼈甲の 簪 を さして、 

お 振袖で、 乗組んだ の だと。 

あたし は 気味が わるい と 思った。 どうしたって、 あ 

の 大きな 黒い 顔 は、 そんな、 花やいだ、 たお やか さ を 

思わせ はしなかった から —— 

ともかく この 人 は、 結局 女ではなかった の だ。 でも、 

その後、 時々 面白い 笑話が きかされた。 

めくら ほうじ 

盲目の 坊主頭のお 婆さんが 死んで、 その 法事の かえ 

たんぼ たいきん 

りに、 浅 草 田圃の 大金 (鳥 料理) へいったら そこの 人 



ある 朝、 片 つぼの 男に 捨られ た 女が、 勢い 猛に押 寄 

ゆうべ おとこ もの 

せて 来た。 彼女 は、 昨夜、 自分の 情夫が 他の 女と 一緒 

にいた こと を 耳に して、 大変な けんまくで 龃 けこんで 

来たの だ。 彼女 は 下駄 も はいた ままで 座敷へ 飛込み か 

ものすご 

ねない 物凄い 有様だった。 あたし を 差お いて —— と 彼 

女 はいった。 彼女 は 彼の 家の 火鉢の 前に 座るべき 正妻 

の 権利 を 第一 にもち うる もの は 自分 だと 信じて るの だ _ 

だから 障子 を ガラリ と あけた。 

「どなた —— 」 

ぼやけた 声が する。 

ちゅうちょ 

はて！ 女 もさす がに 躊躇した。 



「あたしで すご 

「あたし つ て、 どなた？」 

彼女 は、 自分の 位置で あるべき ものの ような 問 方 を 

する のが 小癩 にさ わった。 けれど、 来た わけ をい わな 

いわけに はいかない。 

「X X さん はいません か？」 

「ええ、 まだ 帰らな いんです よ、 あきれつ ちゃう じ や 

ありま せんか、 何処 をゥ ロウ 口して いるの だか ご 

女 は ギクリ として 障子の 中を視 いた、 そこに は、 姐 

はんてん 

さんかぶ りの 後む きが 、 小意気な 半纏 を 着た 朝 の 姿で、 

ながしばち つやぶ き 

たす きを かけて、 長火鉢の 艷拭 をして いた。 



ている。 ずっと 昔、 浅 草 猿 若 町へ、 三 座が ひけぬ 前の、 

ふ き やち よう さかいち よう 

葺屋 町、 堺 町の 賑ぃ をと りかえ した かの 観を呈 した。 

ちゅうしば い 

もともと 千歳 座が あつたが、 中 芝居で あり、 人気の あつ 

ほろ まさご ざ 

た 中島 座 は 小 芝居です でに 焼けて 亡び、 中洲に 真砂 座 

があって も、 歌舞伎の 稽古 芝居 か、 新派であった ので、 

明治座 はたい した 人気と な つ た。 

ごうと う 

それに、 そのころ 尾 上 一家の 細かい 芸 よりも、 豪宕 

な 左団次 (今の 左団 次のお 父さん) が 時流に 合って 人 

気 を 得て いた 時で、 その 左団 次が 座頭で あり、 団十郎 

おやま 

が 出動し、 福助 (今の 歌 右衛門) が 女形 だとい うので、 

ひいき ちからこぶ 

左 団次貝 顯属の 力瘤 は 大変 だ つ た。 



一 一絃琴のお しょさん 芦須賀 さん は、 その 左団 次が、 

若い 時からの 岡惚れ だとい つ て さわぎ 出した。 

だから、 曙 山さん は左団 次の 弟子に なった。 おしよ 

なじみ 

さん は、 当地に 馴染の ない 人 だからと、 毎日 毎日 楽屋 

へいろん な もの を もた してやる。 ほかの もの はいいが 

お 汁粉 を どつ さり こしらえて もってゆく 時 は、 おもよ 

どん は 運ぶ のに 大変 だ。 とにかく、 お 稽古 は そっちの 

けで、 明治座の はなしに 無 中に なって いる。 

アンボン タン は 十二、 三の 時から、 あの 貧乏な 勝 梅 

かきが らちよ う 

さん (前 出、 長唄の 師匠) の蠣殻 町の 家から 出る と 

とよ ざ わ だん へ つ ついが し 

豊沢団 なんとか いう 竈 河岸の 義太夫の 師匠の 表 格子に 



日お き 四日お きにし かいか なくなった。 月謝が 早く 手 

に はいらな いと、 勝 梅さん 一家 は 当惑して しまう (妹 

と 二人分 だから)。 そういって は 悪い と 思っても、 貧 

に はかて ずお 婆さん かお 君 ちゃんが とりにくる —— あ 

たしの 母 はいくら その 困る こと を あたしに 言いき かせ 

てても、 月謝 を 届ける のがお くれる ので、 それから は 

けいこ ぼん 

毎日け いし を あけて 唄 本の間 を 調べる。 毎日 その ま 

まだ。 もう ニ絃琴 はさげ てし まう と 怒った。 ほんと に 

さげられて しま つ た。 

けれど、 あたし は 平気で、 無代で 稽古し に 出かけて 

ゆく。 それが あたしの 権利の ように —— おしよ さん は 



なんとも 言わなかった が 母の 方が 困った。 あたし は稽 

古 そっちの けで 芝居の 研究 をす る —— - 

のぞ 

研究と いうと きこえが いいが、 視 いてきた まま を 台 

所で やる の だ。 譬ば、 丸 橋 忠弥の 堀ば たと か、 立廻リ 

の 見得と か、 せまい 台所で ほんものの 雨傘 を ひろげる 

ひと かた 

の だから、 じきに 破いて しまう が、 一方なら ない 高 島 

屋 びいき は、 小言 どころではない。 よく おぼえて きた 

よく おぼえて きたと ほめる。 ここの 立 廻り は、 いくつ 

踏んで、 トン トン トンと こうき まると、 棒 を ふりまわ 

して 棚の もの を 破しても 叱らない。 わからな いところ 

が あると、 おもよ どんに くっつい ていって 楽屋から 見 



たく そ —— だが、 一 体に 少年 期に 大成す る もの は、 早 

くの びが 縮まる よう だ (私 は 彦三郎 や、 寿三郎 を、 後 

に 異なる 味 を だす 役者 だとい つて、 みんなに、 まだで 

すか、 だいぶ ゆっくり だが、 まだ 見どころ ありです か 

なんて 笑われる が、 私 はま だ だと 言って いる)。 左団 

次の 今日 ある を 少年 期の 時 誰が いいあてたろう、 自分 

でも 少々 悲観して いたの をし つてい る。 舞台へ 出る と 

きまりわる がって、 うつむいて、 モ ヅモヅ ともの を 言 

う。 まっすぐに 述べて しまう とまつす ぐに ひっこんで 

ゆく —— 見物 は 気の毒 そうな 顔 をす る。 お父さんが 働 

きて で、 人気 もの だけに、 若い 枠の 人気の ない のが、 



としてい る。 そのく せ 帰ろうと もい わない。 

そこで アンボン タン、 大成した 彼の 舞台 を 見、 舞台 

の 悪党ぶ り を 見、 息 を ひいて、 白い 眼 をむ いて、 顎で 

しゃくった 太々 しさ を 見る と、 ゥフッ という 笑いが、 

表面へ 出ず お腹の 底の 方で 笑う。 それほど 少年の 客 小 

ふうさ い 

米の、 キクイ クジョ たる 風采が、 教育勅語 を 読む 山間 

の 模範 少年 か、 社主の 前へ 出た であろう ところの、 X 

X 会 X X 社の 少年 諸君に もさ もに たる 勤 直ぶ りで あつ 

たから —— 
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